


















Reduced Scale Test for Quantitative Prediction of 






































































1.2m×奥行 1.8m×高さ 1.2m）と小模型（幅 0.6m×奥行 0.9m×高さ 0.6m）―を用





















































ー試験装置と同じ大きさの区画（幅 2.4m×奥行 3.6m×高さ 2.4m，以降「原型区










0.75， 1.0 の火災の燃焼率について，「単一開口」かつ「模型縮尺 1/4 以上」か
つ「模型の開口寸法は横幅 20mm 以上・丈 129mm 以上」の条件における本相似則
の妥当性を確認している。そして，本章，第 2 章および第 3 章の結果を合わせて，
実規模実験と縮小模型実験とで当量比 0.5， 0.75， 1.0 の条件で相似則の妥当性
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・区画火災の燃焼率 (その 1) 実験概要，日本建築学会学術講演梗概集，A-2，pp.225-
226，2006.9，中村正寿・上川大輔・間瀬亮平・長谷見雄二 
・区画火災の燃焼率 (その 2) 実験結果とまとめ，日本建築学会学術講演梗概集，A-
2，pp.227-228，2006.9，上川大輔・中村正寿・間瀬亮平・長谷見雄二 
 
・特開 2015-155762 集煙装置，2015.8.27，中村正寿 






・ダブルスキンの火災安全上の課題に関する実験的検討 その 2 通気層に噴出した熱気
流に関する模型実験と実大実験の比較，日本建築学会学術講演梗概集，防火，
pp.365-366，2015.9，中村正寿・鍵屋浩司 
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・大型震動台を用いた長周期地震動に対する実大免震部材の加力実験 その 14 弾性す
べり支承(高摩擦)実大・縮小試験の相似性の検討，日本建築学会学術講演梗概集，構
造Ⅱ，pp.467-468，2014.9，日比野浩・長島一郎・中村正寿・他 3名 
・可燃性外装の影響を考慮した上階延焼危険検証法に関する検討 その 3 合板外装への
入射熱流束に関する実測値と上方延焼モデルによる計算値の比較，日本建築学会学術
講演梗概集，防火，pp.261-262，2013.8，中村正寿・他 11名 
・可燃性外装の影響を考慮した上階延焼危険検証法に関する検討 その 2 検証法の概要
と直上室内への入射熱流束の検討，日本建築学会学術講演梗概集，防火，pp.259-
260，2013.8，村岡宏・西村光太・野口貴文・中村正寿・他 8名 










・開口噴出熱気流の影響を受ける可燃性外装の上方延焼評価に関する検討 その 2 延焼
速度因子に関するパラメータスタディ，日本建築学会学術講演梗概集，防火，
pp.173-174，2012.9，村岡宏・西村光太・長谷見雄二・中村正寿・他 7名 
・開口噴出熱気流の影響を受ける可燃性外装の上方延焼評価に関する検討 その 1 上方
延焼のモデル化と延焼速度因子の設定，日本建築学会学術講演梗概集，防火，
pp.171-172，2012.9，中村正寿・西村光太・長谷見雄二・村岡宏・他 7名 
・外壁スパンドレルを越えた上階延焼に関する大規模実験及び検証手法案 その 3 検証
手法案の検討，日本建築学会学術講演梗概集，A-2，pp.301-302，2011.8，村岡宏・
永盛洋樹・中村正寿・大宮喜文・吉岡英樹・他 5名 
・外壁スパンドレルを越えた上階延焼に関する大規模実験及び検証手法案 その 2 大規
模実験結果と既往の模型実験結果の比較，日本建築学会学術講演梗概集，A-2，
pp.299-300，2011.8，山本悠平・大宮喜文・吉岡英樹・村岡宏・中村正寿・他 5名 
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・簡易間仕切り壁等の避難上の耐火性に関する実験的検討 その 2 耐火性能に関する試
験法，日本建築学会学術講演梗概集，A-2，pp.159-160，2011.8，森田武・出口嘉
一・鍵屋浩司・西村光太・村岡宏・長谷見雄二・中村正寿・萩原一郎・池畠由華 
・簡易間仕切り壁等の避難上の耐火性に関する実験的検討 その 1 検討の概要と要求性
能の検討，日本建築学会学術講演梗概集，A-2，pp.157-158，2011.8，鍵屋浩司・西
村光太・森田武・成瀬友宏・村岡宏・長谷見雄二・中村正寿・萩原一郎・出口嘉一 
・大規模ファサード試験(ISO13785-2)に準拠した火災実験 その 2 温度および受熱量の
測定結果，日本建築学会学術講演梗概集，A-2，pp.205-206，2011.8，吉岡英樹・大
宮喜文・村岡宏・中村正寿・西村光太・森田武・他 4名 
・大規模ファサード試験(ISO13785-2)に準拠した火災実験 その 1 装置概要および実験
方法，日本建築学会学術講演梗概集，A-2，pp.203-204，2011.8，大宮喜文・吉岡英
樹・村岡宏・中村正寿・西村光太・森田武・他 4名 




・道路トンネルの避難安全評価に関する研究 その 2 煙に曝露される避難者数の算出，
日本建築学会学術講演梗概集，A-2，pp.267-268，2005.9，中村正寿・池畠由華・中
浜慎司・小林裕・笠原勲・中村孝明・中村昌宏 
・道路トンネルの避難安全評価に関する研究 その 1 評価手法の概要および火災発生頻
度，日本建築学会学術講演梗概集，A-2，pp.265-266，2005.9，池畠由華・中村正
寿・中浜慎司・小林裕・笠原勲・中村孝明・中村昌宏 
・鋼管で囲んだ高強度鉄筋コンクリート柱(RCFT 構造)の耐火性能 その 6 Fc150MPa ク
ラスのコンクリートを使用した中心圧縮載荷加熱試験，日本建築学会学術講演梗概
集，A-2，pp.125-126，2004.8，中村正寿・馬場重彰・小林裕・道越真太郎・小室努 
・初期火災時のフロートガラスの挙動に関する研究 その 4 直火を受けるガラスの遮煙
性能把握実験，日本建築学会学術講演梗概集，A-2，pp.81-82，2008.9，西村光太・
大内富夫・栗岡均・宮本圭一・桑名秀明・小林裕・道越真太郎・池畠由華・中村正寿 
・初期火災時のフロートガラスの挙動に関する研究 その 3 直火を受けるガラスの挙
動，日本建築学会学術講演梗概集，A-2，pp.79-80，2008.9，中村正寿・小林裕・道
越真太郎・池畠由華・大内富夫・栗岡均・宮本圭一・桑名秀明・西村光太 
・初期火災時のフロートガラスの挙動に関する研究 その 2 放射加熱を受けるガラスの
遮煙性能把握実験，日本建築学会学術講演梗概集，A-2，pp.77-78，2008.9，池畠由
華・道越真太郎・中村正寿・小林裕・桑名秀明・宮本圭一・栗岡均・大内富夫 
・初期火災時のフロートガラスの挙動に関する研究 その 1 ガラス間仕切壁の構成条件
がクラック発生に与える影響，日本建築学会学術講演梗概集，A-2，pp.75-76，
2008.9，桑名秀明・大内富夫・栗岡均・宮本圭一・西村光太・小林裕・道越真太郎・
池畠由華・中村正寿 
 
 
 
